
 

＜令和２年５月発行第１１号＞ 

 

顕彰会だより第１１号に寄せて 
清河八郎顕彰会会長 齋藤 満 

昨年度は異常気象で記録的な暴風・大雨に見舞われた上に、今年は年始めから新型コロナウ

イルスが発生、世界中に感染し大変な状況になっていますが、会員の皆様にはお変わりなくお過

ごしのこととお慶び申し上げます。 

また、顕彰会活動には日頃からご支援・ご指導を賜り心から感謝を申し上げます。 

特に、昨年度は、『西遊草』復刻版刊行のためのクラウドファンディングには、地元はじめ全

国各地の会員の皆様、東京庄内会ほか多くの皆様からご支援をいただき事業を遂行することがで

きました。清河八郎先生の偉業をたたえるべく活動している当顕彰会としても広く会員の皆様に

ご賛同いただき厚く御礼を申し上げます。 

更には、昨年４月にオープンした清川関所との相乗効果で清河八郎記念館の入館者も大幅に増

え有意義な一年でありました。 

今年度は清河八郎先生生誕１９０年になります。また、大河ドラマ化誘致協議会も 3 年目にな

ります。「西遊草」が復刻されたのを機会に、清河八郎記念館、誘致協議会と連携し記念すべき

年にしたいと考えております。 

今後とも一層のご支援・ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。             

 

 

 

悪 天 候 で 回 天 の 道 歩 け ず 
第１２回歩いて楽しむ 回天の道と清川歴史の旅 

 

 

６月１６日朝、受付で参加者の皆さんから

一様に「今日は歩けますか。」と質問があり

ました。 

前日の１５日からパラパラと雨が降り続

き、当日朝になっても止むことが無く、山道

がぬかるんでいることは容易に想像できまし

たので、日程を変更し半日のコースになるこ

とを告げました。平成２５年から開催して１

２回目になりますが、初めての日程変更でし 

 た。回天の道に行けなくなったことから、廣田記念館館長

から八郎の生涯について１時間３０分講話してもらい、清

川散策は、昨年作成した「新・歴史の里清川」のスライド

鑑賞となりました。その後４月にオープンしたばかりの

「荘内藩清川関所」に移動し、清川観光ガイドの会から展

示物等を解説してもらいました。 

 遠くは秋田県小坂町から参加された方は、「この天気な

ら致し方ない。」と諦めがちに話してくれました。それで

も昼食は、北月山荘の新鮮な月山筍の味噌汁と焼きたての

岩魚料理を頂き、皆さん満足された様子でした。 

  

YouTube 新・歴史の里清川 検索 

荘 内 藩 清 川 関 所 前 で の 記 念 撮 影 

「新歴史の里清川」スライド鑑賞 



も塾 
７月２７日（土）清川公民館を主会場に「文武体験

子ども塾」を開催しました。これまで参加対象を小学

校４年生以上にしていましたが、剣道スポ少は１年生

から対象にしていることもあり、今年は町内５校の全

学年を対象に募集しました。１年生がどれだけ興味を

持ってくれるのか不安なところもありましたが、二つ

の学校から１２人の申し込みがあり、その内１年生は

３人参加し

てくれまし

た。午前中は金華山歓喜寺で座禅体験、午後からは八

郎についての講義と剣道体験、それに自分たちで調理

したカレーでの夕食と花火の時間で楽しみました。閉

会式前に今日は何が楽しかったのか尋ねると全てのプ

ログラムに手が挙がりました。子供たちに文武両道の

精神を身に付けて貰いたいとの会の願いが通じたよう

で、子供たちに感謝の一日となりました。 

第 ８ ６ 回 清 河 八 郎 顕 彰 剣 道 錬 成 会 

 

 

 

 

 

 

７月７日（日）旧清川小学校体育館を会場に第８６回清河八郎顕彰剣道錬成会を開催しました。 

曲目「空（くう）」の荘厳にして流麗な琴古流（きんこりゅう）尺八が奏でる音色に合わせ、日

本剣道形の演武が行われた後に一般３分、中学生２分の気迫溢れる立ち合いが行われました。参

加した中学生からは「緊張の中、自分の剣道をすることが出来たし、先生の試合を見て沢山のこ

とを勉強することが出来ました。」と貴重な感想を寄せて貰いました。 

 

 

 

 夕食は自分達で調理したカレーです 

 日本剣道形の演武 荘厳な音色が響いた演武 

清河八郎先生肖像画と一緒に記念撮影 

清河八郎についての講義風景

#tokyocameraclub#instagramjapan#p

hoto_travelers 



清河八郎記念館コーナー 

成功に感謝 
昨年度の一大事業であったクラウドファンディング『「西遊草」復刻版刊行プロジェクト』

は、令和元年 12 月 20 日（金）から今年の 1 月 31 日（金）までインターネット上で公開され、

その結果、当初目標を大きく超える支援があり、

大成功に終了することが出来ました。 

【復刻版刊行の背景】 

「西遊草」は、八郎（26 歳）が母（41 歳）を

伴い伊勢神宮を目指した約半年間の旅日記で、小

山松勝一郎先生が校注し 1993 年 12 月に第 1 刷

が、そして好評により 2000 年 7 月には第 2 刷が

発行されて以降絶版となっていました。 

一昨年、明治維新 150 年記念事業として開催

したフォーラムで、多くのパネリストの皆さん

から、八郎の確固たる政治信条による行動力、

そして家族や仲間を思う人間性について語って

頂きました。 

これまでメディアに登場する八郎は「暗躍

者」的に描かれることが度々でしたが、これを

払拭するに足りる大きな成果を得ることが出来

ました。また同時期に JR 東日本のフリー情報

誌「トランベール」に特集されたこともあり八

郎再評価の機運が高まっていました。これを受け八郎の人間像を知る上で最適の書である「西遊

草」の復刻が望まれ、その資金調達にクラウドファンディングが検討されたのが始まりでした。 

【多方面からのご指導ご支援に感謝】 

最初は右も左も分からず、近隣の経験者や県内クラウドファンディング総合サイト「山形サ

ポート」を運営する山型新聞、そして国内総合サイト「レディーフォー」等から懇切丁寧な指導

を頂き公開出来たものであり、同時に記念館、八郎顕彰会の役員の方々からは地元清川地区への

アプローチを行って頂きました。その結果当初目標額である 70 万円を超え、ネクストゴールと

して設定した 130 万円もクリ

アーし、最終的には 183 名、

総額 139 万 7 千円に達するこ

とが出来ました。   

これも清河八郎顕彰会会員

の皆様初め、八郎に思いを寄

せて頂いた多くのファンの皆

様の心温まるご支援のお陰で

あり、紙面をお借りし改めて

感謝申し上げます。誠にあり

がとうございました。 

復刻版「西遊草」販売中。本体 1,200 円+税（発送経費別）    事業終了報告（クリック）      

▼インターネット、トップページ 



■令和２年度清河八郎顕彰会主な事業及び関連事業 
 
≪第１３回歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 今年度は１０月１８日（日）に予定しております。八郎が大志を抱き歩んだ肝煎から添川まで

の山道（回天の道）を歩き、また清川に伝承されている歴史舞台を歩きながら紹介致します。 

≪第９回文武体験子ども塾≫ 

 子ども達から八郎が目指した文武両道の道を体験し、実際に学んでもらう事業として定着して

まいりました。座禅や八郎に関する講義、そして剣道の体験を通し、八郎が唱えた文武両道の精

神に触れてもらいます。 

≪第８７回清河八郎顕彰剣道錬成会≫ 

 文武両道に秀でた八郎の偉業を讃え、中学生の剣士も交えて田川地区剣道指導者同士の鍛錬の

場として今年も練成会を開催します。 

≪清河八郎記念館≫ 

4 月 9 日から当分の間臨時休舘中です。今年は清河八郎生誕 190 年・「西遊草」復刻記念特別

企画展として「『西遊草』母を伴い伊勢参りの旅日記（仮称）」と題してパネル展示を予定してい

ます。 

※  上記いずれの事業も、新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮し、直近の状況を勘案の上

実施の可否を含め形態を決めていきます。 

≪清河神社例大祭≫ 

 毎年、八郎の祥月命日であり、妻お蓮の月命日でもある５月３０日に例大祭を挙行致しており

ますが、今年は皆様からご参詣を頂くことなく神職のみでの斎行としました。 

■  顕彰会への加入状況                 （単位：人／△：減）                    

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

令和元年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比０.７%、２人減となって

おります。平成２１年３月設立した顕彰会も多くの皆様に支えられ、各種事業を展開することが

できました。 

会員になられますと、記念館入館無料の年間パスポート等の特典を考えております。 

現在会員の皆様には今年度も引き続き加入をお願いすると共に、未加入の方につきましては、

是非、顕彰事業にご賛同を頂き新規にご加入くださいますようお願い申し上げます。 

 

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）へお願い致します。 

■ 清河八郎記念館 e-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/  

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 30 年度 160 45 17 14 31 24 131 291 

令 和 元 年 度 167 45 16 9 32 20 122 289 

増   減 7 0 △1 △5 1 △4 △9 △2 

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 


